







































Fig. 1 FAB mass spectrum of 
























HepG2 細胞を用いて検討した。細胞を一定濃度で播種して 24 時間培養後，粗精製し
たアサリ抽出液，さらに比較として SA, SeMet をそれぞれ添加し，48 もしくは 72 時
間培養した。その後，細胞質セレン濃度およびセレン含有酵素グルタチオンペルオキ
シダーゼ(GPx)活性を測定した。HeLa 細胞中セレン濃度はアサリ抽出液添加群におい
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